
アルゴリズムとデータ構造 期末試験 答案は整理して簡潔明瞭に記載すること。 

 

問１ 下図の有向グラフに対して、ダイクストラのアルゴリズム（隣接リスト表現と優先度付き待

ち行列を用いたもの）を用いて、頂点 a から他の各頂点への最短経路を求めよ。途中経過がわか

るように、各段階での優先度付き待ち行列の内容を示せ(8 点)。 
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問２ 深さ優先探索を用いて有向グラフの強連結成分を求めるアルゴリズムを述べよ。その際、下

記の有向グラフを例として用いて説明せよ (8 点)。 
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問３ 下図の無向グラフに対して 

1) プリムのアルゴリズムを用いてコスト最小の極大木を求めよ(6 点)。  

2) クラスカルのアルゴリズムを用いてコスト最小の極大木を求めよ(6 点) 。 

途中経過を分かりやすく図示すること。（ヒント：プリムは O(n2),クラスカルは O(e loge)） 
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問 4 整数列{ 3, 4, 6, 7, 2, 5, 1}を、クイックソートを用いて小さい順に並べ替えたときの途中経過

を分かりやすく図示せよ。ただし、ピボットとして、最初の２要素の内で大きいもの、を用いる

ものとする (8 点) 

 



問 5 クイックソートの平均計算時間の解析を行った以下の文章の空欄を埋めよ。式変形にあたっ

ては飛躍がないように記述に注意すること (各 4 点)。 

n 要素のクイックソートに要する平均時間を T(n)とする。入力列のすべての順序が等確率である

ものとする。最初の２要素のうち小さい方をピボットとして選ぶとき、ｎ要素が分割によって n

個と n-i個の要素に分かれる確率は 2i / n(n-1) なので、T(n)の再帰方程式は以下のようになる。 
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[ ② (式変形の過程を示せ)  ] 

解を ncnnT log)( ≤  として(A)が成り立つことを帰納法によって示す。 

[ ③ (帰納法による証明を示せ) ] 

 

問 6 Boyer-Mooreのアルゴリズムは、パターンに対して前処理を行っておくことで、文字列探索

を効率的に行う方法である。効率化を実現している２つの工夫（作戦）について、それぞれ前処

理の内容とその利用方法について簡潔に説明せよ(各 6 点) 

 

問 7 T(1)=1 として、以下の再帰方程式の同次解と特解を大きいOで示せ。簡単な根拠も示すこと 

(各 4 点) 

1) T(n)=4T(n/2)+n 

2) T(n)=4T(n/4)+n2 

3) T(n)=8T(n/2)+n3 

 

問 8 X={A,B,C,B,D}と Y={B,D,C,A,B}の最長共通部分列問題(LCS)を動的計画法で求めよ。解く過

程で生成される表を示すこと (8 点) 

(ヒント: X1…i と Y1...jの LCSの長さ c[i,j]は、以下のように再帰的に求められる。) 

c[i,j] = 
0 if i=0 or j=0 
c[i-1,j-1]+1 if i, j > 0 and xi=yi
max(c[i,j-1], c[i-1,j]) if i, j > 0 and xi≠yj  

 

問 9 以下の巡回セールスマン問題をクラスカルのアルゴリズムを変形した欲張り法で解け(8点)。 
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問 10 上の巡回セールスマン問題を分枝制約探索法で解く(各 6 点)。 

1) 解集合のコストの下限を計算する方法を示せ。 

2) 解の探索木を示せ。刈り取りが起きた箇所を明示すること。 


